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15)当村で経験 した腺様嚢胞癌6例の臨 床病 理
学的検討

小柳 広和･鶴巻 浩
星名 秀行 ･森 勝
長島 充弘 ･宮浦 清司
人橋 婿 十 工 ∴∵ ∴ ･

当村開設以来20年間 tl973,12--1993.111に経験 し

た,唾液腺悪性腫療23例の内,腺様褒胸痛6例 は6%)

に-)いて臨床病理学的検討を/f1-･-･/,F=.年齢 :5∠1歳･-78歳,

平均 63.5歳.男性4例,女性2例,発生部位 :口底2

軌 rl蓋.頓粘膜, 上二顎洞,舌下腺各1作り.TNh:･1分概:

Tla･1例.T2b･2例.'卜lb･3例.NO･3例.Nl･こi

StとIgem2例,StLlgeTV3†札 組織学的分頓 :充実型

1例,鶴の5例は管状型ないし蘭状塾であった.治療法 :

手術+化学療法が3軌 手術+放射線+化学療法が3例,

転帰 :生存 3例,死亡3例である.死因 :輝粘膜 T4b

Nlの1例は3年後肺転移を認め,肺部分切除術を施行,

4年 8ケ月後局所再発を認め,放射線療法施行, 6年後

原発巣死.上顎洞 T4bNOの 1例は2年後に肺転移認

め, 7年6ケ月後死亡. ロ鑑 T2bNiの1例は合併症

(DIC)死.Kaplan-Meier法による累積生存率は5年 8

3.3%であった.

16)G壬SF併周療法 を 行 っ た 悪性 リソバ腰の 5

例

:''･. ':＼∴ ミ∴ ∴ ;･∴ ∴ ∵ .
張 高明 ･若林 昌枝 (新潟大学第二内科)

現在}非ホジキソリンパ感の治療は,多剤併周化学療

法が一般的だが,好中球数減少等の副作周の為,治療に

苦慮することがある.近年,願粒球分化 8増殖因子であ

る G-CSFが使用され,好中球数の改善に効果が得 ら

れている.1991年4月から現在までに化学療法をこG{SF

を餅周 した非ホジキソリソバ腰5例について報告する,

症例は,男性2例,女性3例で,69才から77才で平均72.6

才.原発巣は上顎 2例,下顎,オ トガイ下 リソバ節,左

顎下りンべ節各1例で.stageI･IE 各2f札 stage

tEE l例で卦-～-､た.組織型は,diffusetypeが3例,

follieularBcellの,1arge､medium 各l例であった.

治療は照射後,化学療法施行が2例,照射単独 1風 化

学療法単独2例であった.照射単独の i例は,照射後4

ケ月で再発 したため化学療法を施行 した.化学療法は,

全例 CHOP帝法で,G-('SFを併用した.好中球数Li7う
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滅少は軽度で,登簿な合併症は見られず,抗腰慶効果は

著明で良好に経過 している.

17)病名を告知 したのち 7年間最期教卓の肝細
胞癌非 切除(7)1例

太田 大介･加藤 密事
小越 和栗
井上 博和 I:i■'･': : . . .. .

症例Lt7;1歳男性.1986年1(汗上 軽形外科通院中に肝

障害を認められ紹介,AFT329mg/miのため入院 した,

入院時 G()'1､82IU 1_,GPrl'7()rt.iL.T.B.0.8mgdl,

Ⅰγ1､7700.HBsAgし-1,AFⅠ-〕507ngmlで/tJf,--､た.

血管造影LIL_肝 Crr か!､-St.-A.′1.5X4.5(Tm LT)肝癌を

認め,腹腔鏡下に確診された.臨床病斯Ⅰ,進行程度

T2NoMoStageⅡであった.身体障害 3級などから手

術や治療を拒否したが,病名を告知することによってTAE

の同意を得た.現在まで 確固の RAE を行い,同時に

絵巻 hL･mlCmcこ10mg.Al)M 3Omgを動注L.した.せ!▲)

に PEI療法も行い,7年2か月生存中である.本例で

は病名告知にエー-､て治療へn積極性と自己管理が生まれ

最期生存に結びついたと考えられる.

18)胃癌肝転移症例に対する肝敷注療法の検討

新国 恵也 ･鈴木 俊繁

震警木要牽 書酬 時弘 儲 畿 罪露栗)

胃癌肝転移症例に対する肝動注療法の治療成練につい

て検討 した.

1989年ご1月より1993年と‖lまでに当科で経験 した胃

癌切除例693例中.肝転移陽性例52倒 し同時性37例､異

時性15例)を対象とした.

同時性肝転移例のうち肝勤注が施行された15例をA群,

肝動注非施行22例をB群,異時性肝転移症例のうi._,FJr･動

注施行例3例をC群.非施行例12例をD群上して各群別

に5()0.生存日数,生存率に--〕いて比較検討 した.

50%生存日数 l盤率(%) 2整準(%)

A群 262日 46.5

Ⅰ~う群 166日 11.8

C群 .:181)F-1 1鎌)

D群 169F1 0

gen亡Iraliz亡IdWilcoxontesl *p<0.05
1年1'/LL生存例は同時性 8倒 し肝動rF_施行5例),輿
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時性3例 く肝動注施行3例)であった.

胃癌肝転移症例においては原発巣切除に加え肝動注iこ

より予後の向上が期待できる.

1鋸 哩音型血環浄化を行った メ､ノトしキ サ ー ト
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( 同 鞍形外科)

症例は17歳男性.平成:1年1〔け】5日に.Jli大腿骨遠位

骨肉腫と診断された.MpYX大慶療法 は約mg/k鰐)を

Ll二トーTL施行後.同年12,f･氾1Fl.広範囲切除,Kot7,左

人工膝関節置換術を施行.術後,MTX大慶療法 ほ輔

療LF)後.MTX血中濃度/)∵卜-/]LilT-)で､WBC:18()0.Iit):

8.3g.dl,Plt.:3.5T<1(ll,GOrr:353ILTI.Glyr:675

ⅠLTI.lJr)f･･I:978IU 1.'t~､B:5.8mgdl,PT:(･i′1.9

%.tミLTN:52mgdl､'7L/ー1'十二ン:7.6mg･dl上

骨髄抑制上L_もに.肝 ･腎1く全を生しソこ.～.･1TX中毒しま二

る血牒浄化Jj法を9回施行した.九1TX血中濃度し''_)fLミfr

とともに,肝 ･腎頼経が回復した.九.rrX 中毒は予測で

きず,粟賂藍寓な爵関作周として発現することがある.MTX

中毒に封 じては,ロイヨポリソ授与とともに吸着型血寮

浄化は有周であると考えられた.

2(M 胸部食道 (大在型,sll11･胃 (llい･直腸

(m)に発生 した同時性三重複癌の-魔 例
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剛明 (新潟大学第 二病理)

胸部食道 ･胃･直腸に発生した同時性二重モ射露を発見

し 1期的治癒切除術を施行した.三臓器癌はいずれも

表在塾癌であった,今回,若干の文献的考察を加えて報

告する.

症例は,72才男性で,1993年6月,易疲労感,食欲

不振にて来院し,精査の結果,胸部食道 im に広汎な
表在塾病変 (扇平上皮癌)を,国体下部太琴前壁をこ IIc

病変 (.高分化型腺癌)杏,直腸 Raに【1.潤 TV型ポIト-

プが発見された,1993.8.31.着開胸開腹,胸部食道

全別 ･胃部分切除 ･経胸骨後頚部食道胃管吻合･内視鏡

的直腸ポl卜＼′7トミー-一による1期的治癒切除術を施行L

た.病理所見は,食道癌 lm ,(ト【Iこ1十()-Ill,welldiff.

S(二C,sm.ll:IL+上 胃癌 九p･1.ⅢC.tub1,m で,良

腸ボ日日7:は粘膜に限局した Cこlneet･inこld(?nomiユて

卦･)た.我国で今まで-に報告された食道 ･胃･大腸の同

時性三義旗癌のうち,1期的観治手術例は奉例を含めて

嶺例で,その 全 てが 表 在 型 で あ ったのは奉例が初めてで

ある.

21)胃癌症例における柁稚内洗浄細胞診(:7~)検討
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1987年よ･')1991)午.蜜で(二り6午間に術中帽陸内洗浄細

胞診を施行した郡苗手術症例308例 I:fT:_fl'横隔膜下およ

びダグラス寓の3ヶ所より洗浄液を採取)中 ey(+)

(')50倒 し160-.い こ対し検討を加え1'上下(二7沌】見封等た.ll
S2商標の増加をこ伴い cy(+)率も増加 したが S(-)

の5症例にもey(+)を認めた.2)癌の局在とcy(+)

部位に関連が見られた.3)肉眼形は3,4型が多く組

織学的には低分化癌,n (ヰ上 INFβ.㌻,および 且y(+)

が多かった.射 Sはge2以上の iy(+)のユ韓生存率

は46%と cy(-)に比べ不良であった.5)ダグラス

窟陽性と陰性群閤および陽性部位が1カ所と3カ所群問

の予後に有意差を認めた,6)切除群の再発形式は腹膜

播種か阜く5000無痛期間Ltl()カ,f十で/FH た.

胃癌洗浄細胞診陽性症例は浸潤傾向の強い低分化型が

多く予後不良である.

22)進行消化器癌に対する温熱療法の自覚症状
改善効果に関する検討

礎杵 久 -･相)i[ 辞子

一㌦･. ∴ l̀-'I.. I ::+_'∴ t

【日的】手術十こ能と診断された進行消化器癌に対して

化学療法併頗温熱療法を施行し,その自覚症状改善効果

をこついて検討 した.

【方法と対象】方法は13.56MHztlT)RF誘導加温装

置 (HヒH-5OO)を用い, 1回 ノ鳳 L･1O分間J)加温を原

則とし,施行時に全身化学療法も併潤した.対象は十分


